
事前チェックについて

この機能は、請求データのファイル形式、項目の桁数等の誤りに加えて、連合会の審査結果に

より返戻となり「請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表」によって、通知している審査

上のエラーのチェックを行う機能です。

（１）＜受付＞が「×」の場合

 受付「×」の場合は、外部エラー（ファイル形式誤り等）が発生しております。この場合、送

信した全てのデータが審査の対象データとして国保連のシステムに登録されず、当然支払もされま

せん。従って、必ず下枠の詳細情報を御確認の上、再度修正後のデータを送信して下さい。

　なお、送信データの取消は不要です。

 ＜到達・受付＞の「×」の対処を行わない場合、翌月の支払い金額が０円となるばかりか、過

誤取下げやマイナスの給付管理票（修正）が提出された場合、国保連発行の納入通知書の金額を

支払わなくてはならない場合も生じますので、十分に御注意いただきますようお願いいたします。

（２）＜受付＞が「△」の場合



事前チェック情報 （事前チェックを実施した状況）

ファイル名 送信したファイルの名前

 様式 請求：請求書、給付：給付管理票、再審査：再審査申立

 明細件数 請求明細書、または給付管理票等の件数

レコード件数 データの行数

エラー情報

ファイル名 エラーデータが含まれるファイルの名前

 様式 様式の種類

 提供年月 サービス提供年月、または給付管理対象年月

サービス種類 サービス種類コード

（サービス種類コードを限定できない場合は「－」）

保険者番号  利用者の証記載保険者番号

被保険者番号 利用者の被保険者番号

 項目名 エラーとなった項目の名前

 値  項目に入力されていた値

一次チェックでエラーとなった返戻事由エラー内容 

①　エラー内容

受付「△」は、「請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表」によって、通知している審査
上のチェックに対して、エラーが発生している状態です。この場合、送信したデータは、審査
の対象として登録されます。

② 対処方法

 受付「△」は、送信したデータの一部がエラーとなっている状況を事業所にお知らせしてい
るだけであり、何も対処しなければ、そのまま送信データは国保連のシステムに登録され、審
査の対象として登録されます。各事業所におきましては、エラー状況に応じて、次の対処を行 
って下さい。

ア)エラー対処を行わない場合
当月の審査により返戻となります。
 

イ） エラー対処を行う場合

 　取消可能時間であれば、エラーデータが含まれるファイルの取消電文を伝送することに

　よって、一旦取消し、エラーを訂正後、当該ファイルを再伝送することが可能です。




